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ン
は
、
メ
ー
カ
ー
、
流
通

業
、
現
場
と
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
生
産
性
の
向
上
な

ど
を
図
っ
て
き
た
が
、
い

ず
れ
も
部
分
最
適
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

を
つ
な
ぐ
物
流
や
情
報
の

流
れ
を
あ
ま
り
重
視
し
て

こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
で
物
流
問

題
が
顕
在
化
し
、
つ
な
ぎ

の
部
分
で
あ
る
物
流
情
報

の
見
え
る
化
・
共
有
化
が

重
要
と
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

今
後
、「
持
続
可
能
な
物

流
」
を
進
め
る
た
め
に
さ
ら

に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

  

「
改
善
効
果
の
定
量
化
を

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

で
考
え
る
こ
と
で
す
。
例

え
ば
中
継
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
い
る

企
業
で
は
、
ど
れ
だ
け
効
果
が
上
が
っ

た
か
を
数
字
で
定
量
的
に
出
し
て
い
く

べ
き
で
し
ょ
う
。
実
際
に
工
程
や
労
働

時
間
が
何
時
間
短
縮
し
た
か
な
ど
、
効

果
が
あ
る
と
分
か
れ
ば
、
そ
の
改
善
策

は
波
及
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
問
題
解
決
に
は
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
取
り
組
む
。
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
だ
か
ら
積
み
下
ろ
し
は
現
場
で
や
る

と
な
る
と
、
現
場
の
作
業
量
が
ど
ん
ど
ん

膨
ら
み
、
ま
た
そ
こ
で
問
題
が
起
こ
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
一
カ
所
だ
け
で
解
決
し
よ

う
と
し
て
も
意
味
が
な
い
の
で
す
。
今
、

起
き
て
い
る
問
題
は
、
建
設
業
全
体
の
問

題
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

し
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
メ
ー

カ
ー
ご
と
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
資
材

が
多
い
の
で
、
な
か
な
か
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み

ま
せ
ん
」　

  

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
こ
う
し
た
課

題
へ
の
様
々
な
対
応
策
を
提
示
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
業
者
間
で
Ｗ
ｅ
ｂ
や
ク
ラ

ウ
ド
を
活
用
し
て
、
進
捗
状
況
な
ど
の
情

報
共
有
化
を
推
進
す
る
こ
と
。
発
注
予
定

を
共
有
化
し
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
緩
和
や

受
注
量
の
平
準
化
に
取
り
組
む
こ
と
。
納

品
条
件
は
車
上
渡
し
を
基
本
と
し
て
輸
送

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と

「
２
０
２
４
年
問
題
」

  

「
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
２
０
１
３
年
末
頃

か
ら
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

の
な
り
手
が
な
か
な
か
現
れ
な
い
の
で
、

２
０
３
０
年
に
は
２
０
１
５
年
に
比
べ
て

３
割
程
度
減
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
３
割
の
荷
物
が
運
べ
な
く
な
り
ま

す
。
単
に
運
賃
が
上
が
る
だ
け
で
な
く
、

物
流
が
止
ま
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、

よ
り
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
『
２
０
２
４
年
問
題
』
も
迫
っ

て
い
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時

間
外
労
働
時
間
は
年
間
９
６
０
時
間
に
制

限
さ
れ
、
か
つ
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
る

た
め
、
特
に
長
距
離
輸
送
が
厳
し
く
な
り
、

問
題
が
よ
り
深
刻
化
す
る
の
で
は
な
い
か

と
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
根
本
的
な
解
決
に

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
働
き
や
す
い
労
働
時

間
の
短
縮
や
、
労
働
環
境
の
改
善
な
ど
が

早
急
に
進
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
指
摘
さ
れ
る

建
設
資
材
物
流
の
課
題

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
で
は
、
業
種
ご
と
に
抱

え
る
課
題
や
特
性
に
違
い
が
あ
る
。
特
に

荷
待
ち
件
数
が
多
い
加
工
食
品
、
建
設
資

材
、
紙
・
パ
ル
プ
分
野
に
つ
い
て
、
荷
主

と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
協
力
に
よ
る

〝
取
引
環
境
〟と〝
労
働
時
間
〟の
改
善
の
た

め
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
、
２
０
２
０
年

に
国
土
交
通
省
よ
り
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
建
設
資
材
は
多
品
種
か
つ

形
も
バ
ラ
バ
ラ
で
パ
レ
ッ
ト
積
み
が
難
し

い
。
運
ぶ
現
場
が
都
度
異
な
る
う
え
、

出
荷
や
納
品
の
際
の
作
業
が
複
雑
化
・

長
時
間
化
し
て
お
り
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
負
担
が
大
き
い
。
ま
た
、
特

徴
的
な
の
は
、
課
題
の
発
生
箇
所
が
ル
ー

ト
に
よ
っ
て
異
な
る
点
だ
（
図
）
。

  

「
現
場
で
は
天
候
や
道
路
状
況
な
ど
に
よ

り
搬
入
計
画
通
り
に
い
か
な
い
と
、
限
ら

れ
た
荷
下
ろ
し
ス
ペ
ー
ス
に
ト
ラ
ッ
ク
が

集
中
す
る
の
で
、
荷
物
の
積
み
下
ろ
し
の

た
め
に
待
た
さ
れ
る
〝
荷
待
ち
時
間
〟
が

長
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
積
み
下
ろ
し
や

倉
庫
に
入
れ
る
作
業
な
ど
は
本
来
運
賃
に

入
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
あ

そ
こ
ま
で
運
ん
で
お
い
て
よ
、
と
い
っ
た

〝
附
帯
作
業
〟
を
行
う
ケ
ー
ス
も
多
い
。

倉
庫
で
の
〝
仕
分
け
作
業
の
効
率
化
〟
な

ど
も
、
バ
ー
コ
ー
ド
管
理
な
ど
で
も
う
少

長時間労働など厳しい労働環境にあるトラックドライバーは、慢性的な人手不足に陥っている。長時間労働など厳しい労働環境にあるトラックドライバーは、慢性的な人手不足に陥っている。

現在４割を超える50歳以上のドライバーが順次退職すると人手不足はさらに深刻化し、現在４割を超える50歳以上のドライバーが順次退職すると人手不足はさらに深刻化し、

「モノを運びたくても運べない」状況に直面する恐れがある。「モノを運びたくても運べない」状況に直面する恐れがある。

そのような中、国はトラック運送事業を取り巻く環境の改善に向けて動き出している。そのような中、国はトラック運送事業を取り巻く環境の改善に向けて動き出している。

2019年には「改正貨物自動車運送事業法」で、荷主の配慮義務が新設された。2019年には「改正貨物自動車運送事業法」で、荷主の配慮義務が新設された。

加えて2024年４月から、「働き方改革関連法」による時間外労働の罰則付き上限規制が、加えて2024年４月から、「働き方改革関連法」による時間外労働の罰則付き上限規制が、

トラック運送事業についても適用される。トラック運送事業についても適用される。

今号では物流一般の課題や建材物流の抱える問題を解説し、今号では物流一般の課題や建材物流の抱える問題を解説し、

住宅設備機器会社、住宅会社、物流会社それぞれの立場での取り組みを紹介する。住宅設備機器会社、住宅会社、物流会社それぞれの立場での取り組みを紹介する。

持続可能な物流持続可能な物流
特  集

と
荷
役
の
分
離
を
進
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

行
う
附
帯
作
業
を
軽
減
す
る
こ
と
。
ま

た
、
仕
様
等
が
標
準
化
さ
れ
た
コ
ー
ド
体

系
を
導
入
し
、
検
品
作
業
を
目
視
か
ら
電

子
化
す
る
こ
と
な
ど
だ
。

情
報
共
有
化
の
実
践
で

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る

　

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な

の
は
、
荷
主
企
業
と
運
送
業
者
が
連
携
し

て
情
報
共
有
化
を
行
い
、「
見
え
る
化
」
を

進
め
る
こ
と
だ
。

  

「
荷
主
企
業
に
は
発
側
と

着
側
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に

着
側
で
あ
る
建
築
現
場
が
今

ま
で
の
や
り
方
を
見
直
し
、

整
理
し
て
情
報
共
有
の
仕
組

み
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
こ
こ
を
う
ま
く
で
き

る
か
否
か
が
、
建
材
物
流
改

善
の
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
が
効
率
化
し

て
い
く
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
建
設
資
材
物
流
の
情
報

共
有
化
は
、
非
常
に
効
果
が

上
が
る
可
能
性
が
高
い
対
策

と
い
え
ま
す
」

　

日
本
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

流通経済大学
流通情報学部教授

矢野 裕児氏

図. 建設資材物流における課題の発生箇所

※ 自動車運転者の労働時間等の労働条件については、厚生労働省告
示である「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（略称

「改善基準告示」）で定められる
※ 厚生労働省の資料を元に編集部で作成

トラック運送業における時間外労働の上限規制および罰則規定

「物流の2024年問題」とは？
　働き方改革関連法によって、2024年4月1日以降、「自動車運転の業務」
に対し、年間の時間外労働時間の上限が罰則付きで設定され、時間外労
働時間が大幅に減ることで発生するであろう諸問題に対する総称。これ
により「売り上げ・利益減少」、「ドライバーの収入減少・離職」、「運賃上
昇」といった問題が生じる恐れがある。

改正前の
労働基準法

トラックの
改善基準告示※ 改正後の労働基準法

対象者 労働者 【自動車運転業務】 
トラックドライバー

【一般則】 
事務職等

【自動車運転業務】 
トラックドライバー

適用時期 ー 現行 大企業：2019年4月1日～ 
中小企業：2020年4月1日～ 2024年4月1日～

時間外労働の上限 
（36協定を締結し、
かつ臨時的な特別な
事情がある場合）

上限なし 1,176時間／年
・720時間／年
・100時間未満／月
・80時間／2～6カ月平均

960時間／年

６カ月以下の懲役
または30万円以下の罰金（強制力あり）

罰則
規定

守られない場合・・・

荷待ち時間の発生
【対応策】
工事現場の進捗状況等の情報共有

課
題 

①

発注期限が守られない場合がある
【対応策】
リードタイムの確保

課
題 

②

ドライバーが附帯作業を実施
【対応策】
附帯作業の軽減

課
題 

③

検品・仕分け作業に時間がかかる
【対応策】
検品・仕分け作業の効率化

課
題 

④

鉄鋼メーカー 商社・特約店・
加工工場等

問屋・
メーカー倉庫等

建材・
住宅設備メーカー

セメント
メーカー

発注 発注

発注 発注

発注

施 工  管 理

工

事

現

場

関係事業者
（下請業者）
工務店

ゼネコン・
ハウスメーカー
（元請業者）

課
題

課
題

課
題

課
題

課
題

課
題

　建設資材物流には主に3つのルートがあり、それぞれ抱える問題が異なる
出所：国土交通省資料を元に編集部で作成
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図1. 現場作業を意識した配送
 「在来木造ジャストイン配送システム」

＊ 2016年ビジネスモデル部門でグッドデザイン賞を受賞した

図2. 建築工程に合わせた9回の標準配送
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
梱
包
形
態
が
過
剰
で

ム
ダ
だ
と
思
え
ば
、
段
ボ
ー
ル
の
使
用
量

を
減
ら
す
提
案
な
ど
も
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
物
流
は
世
の
中
の
経
済
を
回

し
、
メ
ー
カ
ー
と
お
客
様
を
つ
な
ぐ
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
私
ど
も
の
役
割
は
、

こ
の
物
流
を
よ
り
発
展
さ
せ
維
持
し
て
い

く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

ア
ッ
プ
は
、
仕
組
み
化
す
れ
ば
ド
ラ
イ
バ
ー

の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
も
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

し
て
い
る
Ｃ
‐
Ａ
ｒ
ｋ
ｓ
（
シ
ー
ア
ー
ク
ス
）

で
、
現
在
65
社
が
参
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
協
同
物
流
の
「
支
線
配
送
」
を

側
面
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
が
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
物
流
情
報
を
管
理
す

る
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
（
ス
リ
ム
）
シ
ス
テ
ム
」

だ
。
物
流
の
効
率
化
を
目
指
す
こ
の
シ
ス

テ
ム
で
は
、
納
品
現
場
ま
で
の
配
送
予
定

時
間
や
、
納
品
完
了
時
間
と
い
っ
た
情
報

の
一
元
化
を
図
り
、
最
適
な
配
送
を
実
現

し
て
い
る
。
荷
主
側
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

配
送
状
況
を
把
握
で
き
る
た
め
、
顧
客
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
も
迅

速
に
対
応
で
き
る
。
ま
た
、

情
報
共
有
に
よ
り
荷
待
ち

時
間
の
ム
ダ
な
ど
が
な
く

な
り
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
負
担
軽
減
と
管
理

に
も
役
立
っ
て
い
る
。

  

「
私
ど
も
は
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た

め
、
現
場
の
意
見
を
し
っ

か
り
と
聞
い
た
う
え
で
、

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
追
求
し
た
ベ
ス
ト
な
物

流
プ
ラ
ン
を
提
案
し
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
地
点
か
ら
Ｂ
地
点
に
運

ぶ
だ
け
が
物
流
で
は
あ
り

納
品
し
ま
す
。
こ
の
作
業
は
、
一
線
を
退

か
れ
た
大
工
さ
ん
や
シ
ル
バ
ー
人
材
の

方
々
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
他

に
も
内
装
資
材
の
梱
包
を
は
が
し
て
納
品

し
、
梱
包
の
片
付
け
な
ど
の
手
間
を
軽
減

し
て
い
ま
す
が
、
資
材
に
傷
が
つ
か
な
い

よ
う
、
運
び
方
を
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
現
場
で
余
っ
た
金
物
な
ど
を
ド

ラ
イ
バ
ー
が
回
収
・
再
利
用
す
る「
余
材

回
収
」
も
行
う
。
こ
う
し
た
改
善
の
結
果
、

大
工
作
業
短
縮
が
１
６
８
７
分
（
約
28
時

間
）
、
１
棟
あ
た
り
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が

32
万
円
と
い
う
成
果
を
生
み
出
し
た
。

  

「
ア
キ
ュ
ラ
ホ
ー
ム
が
年
間
に
供
給
す
る

１
５
０
０
棟
超
の
住
宅
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

で
動
い
て
い
ま
す
。
配
送
シ
ス
テ
ム
の
効
率

く
、
ク
リ
ナ
ッ
プ
製
品
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク

の
積
載
率
は
、
当
初
は
約
６
割
。
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
と
い
う
物
流
環
境
が
厳
し
い
中

で
、
残
り
４
割
の
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
ど

う
に
か
解
消
し
た
い
と
、
他
社
の
荷
物
を

一
緒
に
運
ぶ
『
協
同
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
他
社
の
住
宅
資
材

の
ほ
か
、
食
品
や
医
薬
品
な
ど
様
々
な
商

品
を
運
ん
で
お
り
、
外
販
数
は
66
社
に
上

り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
幹
線
の
積
載
率
は
、

今
で
は
98
％
に
ま
で
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
」

  

「
協
同
物
流
」
は
、
コ
ス
ト
高
に
な
る
小

口
配
送
や
、
季
節
変
動
が
激
し
く
車
両
確

保
が
難
し
い
商
品
の
配
送
に
は
う
っ
て
つ

け
だ
。
ま
た
「
コ
ス
ト
面
だ
け
で
は
な
く
、

ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
率
を
上
げ
て
ム
ダ
な
ト

ラ
ッ
ク
走
行
を
防
ぎ
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

な
ど
の
環
境
面
で
も
大
い
に
貢
献
し
て
い

る
」
と
い
う
。
こ
の
「
協
同
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
い
る
の

は
、
同
社
と
各
地
域
の
輸
送
会
社
で
組
織

ン
タ
ー
に
集
め
て
配
送
し
て
い
ま
す
」（
図
２
）

　

同
シ
ス
テ
ム
の
工
夫
の
一
つ
に
、
資
材

の
移
動
や
探
す
時
間
を
短
縮
で
き
る「
ア

ド
レ
ス
配
送
」
が
あ
る
。

  

「
基
礎
工
事
と
上
棟
作
業
ま
で
の
１
、２
便

で
は
、
納
品
資
材
に
３
色
の
カ
ラ
ー
テ
ー

プ
を
貼
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
そ
の
色
分
け

で
作
業
の
順
番
を
考
え
、
先
に
使
う
も
の

が
一
番
下
に
な
り
、
移
動
の
ロ
ス
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
配
置
し
ま
す
。
大
工
さ
ん
の

声
も
聞
き
、
現
場
の
ム
ダ
を
追
求
し
ま
し
た
」

　

さ
ら
に
、
全
国
４
カ
所
の
配
送
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
資
材
カ
ッ
ト
」
、「
備
品
組
み
立

て
」
、「
梱
包
レ
ス
」
な
ど
を
行
い
、
大
工
作

業
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

  

「
資
材
カ
ッ
ト
で
は
、
現
場
が
必
要
と
す

る
最
低
限
の
長
さ
に
あ
ら
か
じ
め
カ
ッ
ト

す
る
の
で
、
邸
ご
と
に
必
要
と
す
る
長
さ

で
持
っ
て
行
け
ま
す
。
ま
た
、
熟
練
工
で

な
く
て
も
組
み
立
て
ら
れ
る
下
駄
箱
な
ど

の
箱
物
は
、
セ
ン
タ
ー
内
で
組
み
立
て
て

ト
ラ
ッ
ク
積
載
率
98
％
を
実
現
し
た

「
異
業
種
協
同
物
流
」の
全
国
展
開

　

ク
リ
ナ
ッ
プ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
、
住

宅
設
備
機
器
メ
ー
カ
ー
・
ク
リ
ナ
ッ
プ
の

物
流
部
門
か
ら
２
０
０
２
年
に
独
立
し
、

様
々
な
物
流
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

全
国
68
カ
所
に
展
開
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
Ｐ
Ｆ
）
を
結
ぶ
「
幹
線
」
と
、

幹
線
か
ら
張
り
巡
ら
さ
れ
た
「
支
線
」
か
ら

な
る
「
幹
支
線
輸
送
」
に
よ
る
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
。
ク
リ
ナ
ッ
プ
生
産
工
場

群
２
拠
点 

＊
１
と
２
カ
所
の
ハ
ブ
拠
点
＊
２
か

ら
、「
幹
線
輸
送
」
で
近
接
の
Ｐ
Ｆ
ま
で
荷

物
を
運
び
、
Ｐ
Ｆ
で
配
送
方
面
別
に
積
み

替
え
を
行
い
「
支
線
配
送
」
で
納
品
先
に

配
送
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
物
流
網
を

有
効
活
用
し
、
異
業
種
取
引
先
と
の
混
載

協
同
配
送
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

  

「
問
題
は
積
載
率
で
し
た
。
住
宅
資
材
は

季
節
や
月
に
よ
り
物
流
量
が
変
動
し
や
す

「
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
物
流
」で

現
場
の
負
担
軽
減
を
実
現

　

必
要
な
も
の
を
、
必
要
な
と
き
に
、
必

要
な
分
だ
け
配
送
す
る
「
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ

イ
ム
物
流
」
。
こ
れ
を
木
造
住
宅
建
築
に
導

入
す
る
の
は
、
配
送
頻
度
が
高
く
な
る
な

ど
の
理
由
で
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た
。
同

社
は
そ
の
課
題
を
10
年
以
上
か
け
て
研
究

し
、
現
場
の
作
業
効
率
を
大
幅
に
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
ミ
ス
や
ロ
ス
を
な
く
し
て

品
質
を
高
め
る
「
在
来
木
造
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン

配
送
シ
ス
テ
ム
＊
」
を
開
発
し
た
（
図
１
）
。

  

「
以
前
は
、
標
準
的
な
家
１
軒
を
建
て
る

の
に
50
回
も
ト
ラ
ッ
ク
が
出
入
り
し
、
１

日
に
10
回
以
上
配
送
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
最
も
適
正
な
配
送
回
数
に

つ
い
て
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
着
工
か
ら
完
成

ま
で
工
程
に
合
わ
せ
て
９
回
に
分
け
て
配

送
す
る
の
が
最
も
効
率
的
だ
と
分
か
り
、

標
準
配
送
と
し
ま
し
た
。
資
材
は
配
送
セ

「
協
同
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
構
築
で

物
流
コ
ス
ト
と
環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指
す

効
率
化
、コス
ト
ダ
ウ
ン
に
応
え
る

「
在
来
木
造
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
配
送
シ
ス
テ
ム
」を
開
発

― 

ク
リ
ナ
ッ
プ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

― 

株
式
会
社
ハ
ウ
ス
ロ
ジ
コ
ム

全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
「
幹
支
線
輸
送
網
」
に
よ
る
効
率
的
な
輸
送
を
活
用
し
た
、

異
業
種
取
引
先
と
の
混
載
協
同
配
送
を
展
開
し
、
コ
ス
ト
削
減
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
を

目
指
し
た
物
流
シ
ス
テ
ム
を
進
め
る
。

ア
キ
ュ
ラ
ホ
ー
ム
の
物
流
部
門
を
支
え
る
ハ
ウ
ス
ロ
ジ
コ
ム
は
、
建
築
現
場
作
業
の
「
ム

リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
」
を
な
く
し
た
在
来
木
造
住
宅
の
配
送
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
工

期
の
短
縮
化
や
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
た
。

代表取締役社長

芳賀 信平 氏
部長

椛
か ば し ま

島 哲也 氏

持続可能な物流

特  集

事 例 紹 介 住 宅 会 社

取り組み内容 得られる効果

アドレス
配送

納品する資材にはカラーテープを貼付し
て、使用すべき場所に作業順番も考慮し
て荷下ろしする

・資材の移動・探す手間を
  短縮 
・大工作業の効率化

資材
カット・
組み立て

現場で使う長さを把握し、配送センター
内で適切な長さにカット。下駄箱などは
センター内で集中して組み立て

・廃棄物削減・歩留まり
  向上 
・作業の集中効率化

梱包レス 大量 ･ 厳重な梱包を配送センターで開封。
段ボールは買取業者の回収で収益化

・荷解き・片付け軽減 
・廃棄物収益化

余材回収 現場で余った金物等をドライバーが回
収・選別等して再利用・有効活用 ・廃棄物削減

着
　工

基
礎
工
事

上
　棟

構
造
躯
体

壁
断
熱
工
事

階
段
取
付
工
事

床
張
り
工
事

内
部
壁
張
り
工
事

天
井
断
熱
工
事

建
具
・
備
品
取
付

大
工
工
事
完
了

内
装
工
事

タ
イ
ル
工
事

設
備
取
付
工
事

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

完
　成

基礎パッキン・
鋼製束・床断熱・
構造金物

2
造作下地材、
窓台、壁断熱材

5
建具扉、基礎仕上材、
備品各種

8

基礎金物

1
下地材、
防水部材

3

外装部材

4
天井断熱、
石こうボード

6
建具枠、巾木、
収納部材

7
玄関タイル、
設備機器

9

サ
ッ
シ
取
付

外
壁
工
事

内
部
天
井
張
り
工
事

事 例 紹 介 住 宅 設 備 機 器 会 社

協同幹線輸送

荷主A（工場など）
荷主 B（工場など）
荷主C（工場など）

プラットフォーム（PF※）

共同支線輸送

配送先A
配送先 B
配送先C

※PFは一般的にTC（トランスファーセンター）と呼ばれる

荷主の発地から全国のプラットフォームへ
協同幹線輸送をする。積合わせによる協同
輸送のため、小ロットの荷物にも対応する。

協同幹線輸送
プラットフォームから各配送先へ協同支
線配送をする。SLIM システムによって配
送予定や配送実績も瞬時に把握できる。

協同支線配送

※PFは一般的にTC（トランスファーセンター）と呼ばれる

荷主A
（工場など）

荷主 B
（工場など）

荷主C
（工場など）

プラットフォーム
（PF※）

配送先A

配送先 B

配送先C

荷主A
荷主B
荷主C

荷主A
荷主B
荷主C

図. 協同物流ネットワーク

＊ 1  福島県と岡山県
＊ 2  関東地区および東北地区
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㎡
か
ら
４
０
６
万
㎡
（
２
０
２
１
年
）
に

増
加
。
従
来
の
作
業
に
つ
い
て
、
１
～
２

割
カ
ッ
ト
を
目
指
し
て
効
率
化
を
進
め
て

い
る
。

  「
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
等
に
よ
る〝
運
べ
な
い

時
代
〟の
到
来
を
視
野
に
、
直
営
自
動
車
比

率
の
６
割
達
成
や
社
内
教
習
所
に
よ
る
新

規
ド
ラ
イ
バ
ー
の
育
成
、Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
物
流
の

強
化
、そ
し
て
輸
送
手
段
を
船
や
鉄
道
に
切

り
替
え
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
へ
の
取
り
組

み
な
ど
を
通
じ
、２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対

応
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
」

も
有
し
て
お
り
、
問
屋
と
同
じ
働
き
を
果

た
し
て
い
ま
す
」

　

今
年
３
月
か
ら
は
、「
ダ
ブ
ル
連
結
ト

ラ
ッ
ク
」
と
い
う
新
し
い
輸
送
チ
ャ
ネ
ル

の
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。
10
ｔ
車
２
台

分
の
貨
物
を
別
々
に
集
荷
し
て
連
結
し
、

高
速
道
路
の
長
距
離
区
間
を
ド
ラ
イ
バ
ー

１
人
で
輸
送
す
る
と
い
う
も
の
だ
（
写
真
）
。

  

「
途
中
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
交
代
し
な
が
ら

輸
送
し
、
切
り
離
し
地
点
で
分
離
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
配
送
先
に
向
か
い
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
の
拘
束
時
間
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の

削
減
に
同
時
に
貢
献
で
き
る
新
し
い
輸
送

イ
ン
フ
ラ
で
す
」

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
同
社
で

は
物
流
セ
ン
タ
ー
保
管
面
積
が
３
２
３
万

図. センコーの住宅物流システム 

写真：ダブル連結トラック

場
ま
で
の
情
報
を
統
合
管
理
す
る
こ
と
で
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
配
送
ロ
ス
の

減
少
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

  

「
搬
入
時
の
現
場
写
真
や
、
作
業
員
に
聞

き
取
り
し
た
情
報
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
ト

ラ
ブ
ル
防
止
に
一
役
買
い
、
日
々
変
化
す

る
施
工
現
場
の
状
況
や
車
両
の
動
態
を
業

務
関
係
者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
で
き

る
こ
と
が
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
住
宅
物
流
に
特
化
し

た
拠
点
を
持
つ
こ
と
で
「
ジ
ャ
ス
ト
・
イ

ン
・
タ
イ
ム
配
送
」
を
実
現
さ
せ
た
。
さ

ら
に
こ
の
拠
点
を
活
用
し
、
共
同
配
送
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

  

「
午
前
に
配
車
が
終
わ
っ
た
車
両
は
、
午

後
、
商
材
調
達
の
た
め
複
数
の
調
達
先
を

回
り
、
そ
の
後
当
社
の
住
宅
資
材
セ
ン

タ
ー
で
邸
別
に
仕
分
け
し
て
施
工
現
場
に

配
送
し
ま
す
。
住
宅
資
材
セ
ン
タ
ー
は

ピ
ッ
キ
ン
グ
や
在
庫
、
簡
単
な
加
工
機
能

Ｉ
Ｔ
に
よ
る
業
務
全
体
の
見
え
る
化
で

住
宅
物
流
の
課
題
を
解
決

　

住
宅
物
流
で
は
重
量
物
や
長
尺
物
を
扱

う
必
要
が
あ
り
、
か
つ
間
配
り
や
階
層
上

げ
な
ど
の
附
帯
業
務
等
の
負
荷
に
よ
り
ド

ラ
イ
バ
ー
の
定
着
が
困
難
だ
と
い
う
。

  

「
都
度
行
き
先
が
違
う
点
も
ド
ラ
イ
バ
ー

の
負
担
で
す
。
道
路
幅
や
遮
蔽
物
が
な
い

か
な
ど
事
前
調
査
も
必
要
で
、
経
験
の
浅

い
業
者
が
担
う
と
ク
レ
ー
ム
に
な
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況

を
改
善
す
べ
く
、
当
社
で
は
業
務
の
効
率

化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」

　

そ
の
一
つ
が
「
Ｔ
Ｇ
Ｃ-

Ｊ
（
住
宅
情
報

グ
ロ
ー
バ
ル
シ
ス
テ
ム
：
図
）」
だ
。
業
界

に
先
駆
け
て
開
発
し
た
物
流
シ
ス
テ
ム
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
て

車
両
位
置
や
配
送
予
定
等
の
情
報
を
提
供

し
て
い
る
。
資
材
メ
ー
カ
ー
か
ら
施
工
現

「
運
べ
な
い
時
代
」に
備
え
、物
流
の
合
理
化
と

輸
送
手
段
の
切
り
替
え
に
取
り
組
む

― 

セ
ン
コ
ー
株
式
会
社

全
国
ネ
ッ
ト
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
核
に
、
工
場
内
物
流
や
海
上
運
送
、
国
際

物
流
な
ど
幅
広
く
展
開
す
る
セ
ン
コ
ー
。
住
宅
物
流
の
分
野
で
は
独
自
の
物
流
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
統
合
管
理
す
る
こ
と
で
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。

常務執行役員
マテリアル物流営業本部長

河野 誠司 氏

事 例 紹 介 物 流 会 社
持続可能な物流

特  集

ダブル連結トラック

A社

B社

C社

住宅
メーカー様
施工現場

① 

幹
線・調
達
物
流
機
能

③ 

施
工
現
場
　物
流
機
能

邸別仕分け

保   管

加   工

住宅物流
システム

TGC-J

発注データ

発
注
デ
ー
タ発

注
デ
ー
タ

住宅資材センター

【機能】

② 物流拠点機能

A社

B社

A邸

B邸

C邸

C社

当社拠点

幹線輸送

現場配送

調達物流

資材
メーカー様

住宅
メーカー様
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※ 2017年4月より2023年3月までの期間、ニプロ株式会社をネーミングライツ・パートナーとし、
 　大館生まれの忠犬ハチ公の名をとって、名称を「ニプロハチ公ドーム」としている。

【こうき - しん】

vol.54

田
杉
と
い
え
ば
、
日
本
三
大
美
林
に
数
え
ら
れ
る
林
で
、

そ
の
杉
材
は
高
級
材
。
年
間
の
気
温
差
が
大
き
い
日
本
海

側
気
候
で
育
つ
た
め
、
年
輪
幅
が
揃
っ
て
い
て
狂
い
が
少

な
い
と
さ
れ
、
古
く
か
ら
住
宅
建
築
や
伝
統
工
芸
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
秋
田
杉
を
活
用
し
て
作
ら
れ
た
の
が
、
ニ
プ
ロ
ハ
チ
公
ド
ー
ム

（
大
館
樹
海
ド
ー
ム
※

）だ
。
秋
田
県
新
総
合
発
展
計
画
の
一
環
と
し
て
野

球
や
サ
ッ
カ
ー
等
の
冬
期
の
練
習
ブ
ラ
ン
ク
を
な
く
し
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ベ

ル
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
建
設
さ
れ
た
全
天
候
型
の
多
目
的
施
設
で
あ
る
。

　

特
徴
は
、
樹
齢
60
年
以
上
の
地
元
産
秋
田
杉
を
２
５
０
０
０
本
用
い
て

作
ら
れ
た
集
成
材
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ア
ー
チ
。
長
径
１
７
８
ｍ
と

木
造
と
し
て
は
世
界
最
長
の
ス
パ
ン
を
誇
る
。
地
元
で
生
産
し
た
集
成
材

は
２
４
７
２
本
に
も
上
り
、
こ
れ
は
一
般
の
木
造
住
宅
１
５
０
戸
に
相
当

す
る
。
野
球
の
飛
球
曲
線
に
沿
っ
て
ト
ラ
ス
状
に
組
み
上
げ
ら
れ
た
架
構

が
、
果
て
し
な
く
広
が
る
幾
何
学
模
様
を
頭
上
に
描
く
。
な
め
ら
か
で
優

美
な
ラ
イ
ン
は
、
ま
る
で
秋
田
県
の
名
産
品
「
曲
げ
わ
っ
ぱ
」
の
よ
う
だ
。

　

タ
マ
ゴ
型
の
外
観
は
、
降
水
量
の
多
い
秋
田
の
気
候
を
考
慮
し
た
も
の
。

季
節
風
に
よ
る
吹
き
溜
ま
り
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
冬
場
に

屋
根
に
積
も
っ
た
雪
を
ス
ム
ー
ズ
に
落
と
す
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
屋

根
は
二
重
の
膜
構
造
で
、
内
膜
と
外
膜
の
間
か
ら
機
材
の
排
熱
を
逃
が
し

て
融
雪
し
、
そ
の
ま
ま
南
側
に
設
け
た
池
に
流
れ
込
む
仕
組
み
だ
。
こ
の

よ
う
な
建
材
の
素
質
を
十
分
に
生
か
し
た
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
、
緻
密
に

計
算
し
た
設
計
は
、
建
築
物
と
し
て
も
高
く
評
価
さ
れ
、
数
々
の
建
築
賞

や
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

ド
ー
ム
内
は
杉
材
特
有
の
爽
や
か
な
香
り
が
満
ち
て
い
る
。
ま
た
透
過

性
の
高
い
屋
根
膜
が
自
然
光
を
通
し
て
明
る
く
、
吸
音
性
に
優
れ
て
い
る

た
め
音
響
効
果
も
高
い
。
こ
う
し
た
工
夫
で
寒
さ
の
厳
し
い
東
北
で
も
、

年
間
を
通
し
て
快
適
な
空
間
で
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
め
る
の
だ
。

木
材
が
生
み
出
す
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
を
有
す
る
ド
ー
ム
は
、
様
々
な
用
途

で
市
民
が
利
用
し
交
流
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

秋田産杉材が織りなす
世界最大級の
木造ドーム

秋

秋田県
大館市 
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本　　社  ●	東京都港区浜松町
	 	 １-２-１	
	 	 No.R浜松町ビル五階
創　　業  ●	2015年
資 本 金  ●	11億6,550万66円		
	 	（資本準備金含む）
従 業 員  ●	14名
事業内容  ●	防犯・事故防止AIシ

ステムの開発および販
売等

タ
ー
ン
を
学
習
し
た
Ａ
Ｉ
が
、
動
き
や
視
線
で
一

致
す
る
か
を
判
断
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

  

「
開
発
当
初
は
品
出
し
等
の
作
業
を
す
る
従
業

員
を
不
審
者
と
捉
え
る
誤
検
知
も
起
き
ま
し
た
。

し
か
し
店
員
の
制
服
画
像
を
覚
え
さ
せ
た
り
、
通

知
を
受
け
取
っ
た
店
員
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
で
店
員
検
知
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
プ
し
た
り
と
、

Ａ
Ｉ
に
追
加
学
習
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

こ
と
で
精
度
の
向
上
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
」

〝
未
然
に
防
ぐ
〟技
術
を

介
護
や
火
災
の
現
場
に
も
活
用

—

導
入
に
は
金
額
の
壁
も
あ
っ
た
が
、
カ
メ

ラ
と
い
う
設
備
で
は
な
く
万
引
き
Ｇ
メ
ン
の
役
割

を
果
た
す「
人（
マ
ン
パ
ワ
ー
）」と
し
て
提
案
。

万
引
き
の
被
害
額
を
考
え
れ
ば
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
悪
く
な
い
と
納
得
し
て
も
ら
え
る
と
い

う
。
実
際
、
採
用
店
舗
で
は
成
果
を
上
げ
て
お
り
、

化
粧
品
の
万
引
き
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
ス
ー
パ
ー

で
の
改
善
率
を
半
期
で
62
・
４
％
に
導
い
た
。

  

「
不
審
者
の〝
見
え
る
化
〟に
よ
る
声
か
け
は
、

商
品
を
探
し
て
お
困
り
の
お
客
様
に
も
適
用
さ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
親
切
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
に
も
つ

な
が
る
わ
け
で
す
。
万
引
き
ロ
ス
削
減
は
も
ち
ろ

ん
、
顧
客
満
足
の
向
上
や
人
手
不
足
解
消
な
ど
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
見
込
め
ま
す
」

—

Ａ
Ｉ
と
カ
メ
ラ
を
組
み
合
わ
せ
た
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
生
か
し
、サ
ー
ビ
ス
分
野
の
拡
大
も
図
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
介
護
見
守
り
だ
。
介
護
人
口

が
増
え
る
一
方
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
は
人
材
不
足
が

進
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
被
介
護
者
の
姿
勢
や
離
床

な
ど
を
正
確
に
検
知
し
、
転
倒
が
起
き
る
前
に
す

ぐ
に
駆
け
付
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
心
拍

や
呼
吸
を
検
知
で
き
る
バ
イ
タ
ル
セ
ン
サ
ー
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
安
全
で
効
率
的
な
見
守
り

を
実
現
し
て
い
る
。

  

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

昨
今
導
入
が
進
む
セ
ル
フ
レ
ジ
で
は
、
バ
ー
コ
ー

ド
を
ス
キ
ャ
ン
せ
ず
に
買
い
物
袋
に
入
れ
て
し
ま

う
新
し
い
万
引
き『
セ
ル
フ
レ
ジ
ス
ル
ー
』が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
物
を
持
つ
手

指
の
動
き
と
バ
ー
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
音
が
一
致

し
な
か
っ
た
場
合
に
警
告
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
店
員
へ

通
知
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
ま
す
」

—

今
年
販
売
を
開
始
し
た
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
プ

リ
ベ
ン
シ
ョ
ン 

Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
火
や

煙
の
色
や
形
を
Ａ
Ｉ
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
で
、
熱

や
煙
セ
ン
サ
ー
を
使
わ
ず
に
不
審
火
発
見
を
可
能

に
し
た
。
火
災
初
期
段
階
で
の
発
見
・
消
火
に
貢

献
し
、
文
化
遺
産
や
公
共
施
設
、
電
車
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
場
所
で
の
活
用
を
目
指
し
て
い
る
。

  

「
放
火
に
つ
な
が
る
不
審
行
動
を
検
出
す
る
Ａ

Ｉ
も
開
発
中
で
す
。
日
本
の
技
術
力
を
駆
使
し
、

今
後
は
海
外
の
防
犯
市
場
へ
の
進
出
も
視
野
に
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

ラ
と
比
較
し
、
万
引
き
を〝
未
然
〟に
防
ぐ
と
い

う
点
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
」

—

Ａ
Ｉ
に
着
目
し
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た

の
か
。
山
内
氏
は
、
警
察
官
だ
っ
た
父
が
定
年
を

機
に
設
立
し
た
警
備
会
社
で
保
安
員
の
育
成
に
従

事
し
、
万
引
き
を
中
心
と
し
た
小
売
業
の
ロ
ス
削

減
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
行
っ
て
い
た
。
小
売
業

に
は
廃
棄
ロ
ス
な
ど
様
々
な
ロ
ス
が
発
生
す
る
が
、

万
引
き
ロ
ス
も
大
き
な
課
題
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
起
き
て
し
ま
っ
た
万
引
き
を
録
画
す
る
防
犯
カ

メ
ラ
を
増
や
す
だ
け
で
は
、
根
本
的
な
解
決
に
な

ら
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

  

「
挙
動
不
審
な
人
物
を
マ
ー
ク
し
続
け
、
万
引

き
が
起
き
て
か
ら
捕
捉
す
る
万
引
き
Ｇ
メ
ン
に
も

限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
人
件
費
を
か
け
ず
に
、

カ
メ
ラ
で
怪
し
い
人
物
の
検
出
が
で
き
れ
ば
と
考

え
、
Ａ
Ｉ
導
入
の
着
想
に
至
り
ま
し
た
。
小
売
店

が
求
め
て
い
る
の
も
、
万
引
き
犯
を
捕
ま
え
る
こ

と
で
は
な
く
、
万
引
き
を
さ
せ
な
い
こ
と
。〝
万

引
き
し
た
ら
捕
捉
す
る
〟と
い
う
概
念
を
変
え
、

〝
万
引
き
を
未
然
に
防
ぐ
〟環
境
づ
く
り
を
目
指

し
ま
し
た
」

—

Ａ
Ｉ
と
は
全
く
無
縁
だ
っ
た
山
内
氏
は
、

既
存
の
３
Ｄ
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
ベ
ー
ス
に
改
良
を

重
ね
た
。
そ
し
て
、
骨
や
関
節
の
動
き
を
分
解
し

て
捉
え
る
骨
格
検
知
や
、
視
線
と
姿
勢
の
不
一
致

な
ど
を
捉
え
る
視
線
検
知
な
ど
の
技
術
を
取
り
入

れ
て
不
審
者
を
分
析
。
万
引
き
犯
特
有
の
行
動
パ

不
審
者
の
発
見
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

万
引
き
ロ
ス
削
減
に
貢
献　

—

小
売
店
の
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
る
万
引

き
。
警
察
庁
の
犯
罪
統
計
に
よ
る
と
、
２
０
２
１

年
の
万
引
き
認
知
件
数
は
８
万
６
２
３
７
件
で
、

窃
盗
総
数
の
お
よ
そ
23
％
を
占
め
る
ほ
ど
だ
。
そ

こ
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知

能
）を
活
用
し
て
万
引
き
を〝
未
然
〟に
防
ぐ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
、
ア
ー
ス
ア

イ
ズ
で
あ
る
。

  

「
当
社
の
万
引
き
探
知
シ
ス
テ
ム
は
、
店
内
に

設
置
し
た
Ｉ
Ｐ
カ
メ
ラ
で
来
店
者
の
動
き
を
撮

影
。
そ
の
映
像
を
Ａ
Ｉ
搭
載
の
サ
ー
バ
ー
が
分
析

し
て
不
審
者
を
探
知
す
る
と
、
ア
プ
リ
を
導
入
し

た
店
員
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
通
知
が
届
く
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
店
員
は
不
審
者
の
い
る
場

所
ま
で
行
き
、
近
く
で
品
出
し
作
業
を
行
っ
た
り
、

声
か
け
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。
従
来
の
防
犯
カ
メ

ア
ー
ス
ア
イ
ズ
株
式
会
社 

小売店の万引きロスを削減し
顧客満足の向上や

人手不足解消にも寄与

不審行動を事前に検知し
「未然に防ぐ」

AI防犯カメラシステムを開発

介護や火災の現場にも
AIシステムを導入し

安全で効率的な見守りを目指す

ここが注目ポイント

AI防犯カメラが事件や事故を検知
“未然に防ぐ”という発想の転換で
様々な業界の課題解決に挑む　

代表取締役 

山内 三郎 氏

万引き予測システム
を 搭 載 し た ee3-
Server lite（左上） 
とsAIcam（右上）。
本体はサーバー型な
ので、店舗に既存の
カメラと組み合わせ
ても使用できる

左右の手で品物を持つ、移動させる、離すなどの
動きを検知。意図しないレジスルーも含めて、不
自然な動きがあればアラートを出す

一般のIPカメラにつないで炎や煙を発見する「ファ
イヤープリベンション AIシステム」。火災時の
火の大きさや方向などを検知して通知する

不審行動検知店員のスマホに通知お声がけ

一般の買い物客は白枠、やや不審と思われる動きは黄色枠で表示。不審行動を
検知した際には赤枠に変化する。不審行動を検知すると、店員のスマートフォ
ンアプリに通知が届き、受け取った店員が声かけを実施
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　国土交通省では、建設業に許可制度を採用した1972年
度から、毎年度末の建設業許可業者数を調査している。
2022年3月末の全国の建設業許可業者数は475,293業
者で、前年度比1,341業者（0.3%）増。建設業許可業者
数が最も多かった2000年3月末時点から初めて4年連続
で増加した。
　建設業許可の有効期限が3年から5年に延長されて以降、

通常であれば失効業者数を含む廃業等業者数が新規業者
数に比べて多くなる年度であるにもかかわらず、許可業
者数が増加している。
　また、2020年10月1日施行の建設業法改正に伴い、
建設業許可の承継制度が新設され、事業承継の認可件数
が2021年度は1,127件となった。そのうち、譲渡およ
び譲受けが947件で、全体の84.0％を占めている。

図：許可業者数・新規及び廃業等業者数の推移

　「脱炭素社会の実現に資するための建築物のエネルギー
消費性能の向上に関する法律等の一部を改正する法律
案」が閣議決定された。2050年カーボンニュートラル、
2030年度温室効果ガス46％排出削減（2013年度比）
の実現に向け、建築物の省エネ性能の一層の向上と、建
築物分野における木材利用のさらなる促進が求められて
いる。
■ 法律案の概要

（１） 省エネ対策の加速 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

① 省エネ性能の底上げ・より高い省エネ性能への誘導
・	全ての新築住宅・非住宅に省エネ基準適合の義務付け
・	トップランナー制度（大手事業者による段階的な性能
向上）の拡充

・	販売・賃貸時における省エネ性能表示の推進
② ストックの省エネ改修や再エネ設備の導入促進
・	住宅の省エネ改修に対する住宅金融支援機構による低
利融資制度の創設

・市町村が定める再エネ利用促進区域内について、建
築士から建築主へ再エネ設備の導入効果の説明義務
導入

・省エネ改修や再エネ設備の導入に支障となる高さ制限
等の合理化

（２） 木材利用の促進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

① 防火規制の合理化
・	大規模建築物について、大断面材を活用した建築物全
体の木造化や、防火区画を活用した部分的な木造化を
可能とする

・	防火規制上、別棟扱いを認め、低層部分の木造化を可
能とする

 ② 構造規制の合理化
・	二級建築士でも行える簡易な構造計算で建築可能な3
階建て木造建築物の範囲の拡大	等

 （３） その他 ・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・

・省エネ基準等に係る適合性チェックの仕組み整備　等

注目企業で登場したAI防犯カメラの存在が気になり、最寄りのスーパーに立ち寄っ
てみました。上を見ながら歩くといろいろな種類のカメラが次から次へと視界に
飛び込んできます。	AIの実装までは分かりませんが増設を繰り返した様子。日常
ではまず見ないスーパーの天井から小売店のご苦労を垣間見ました。皆様もぜひ
スーパーの天井をご覧あれ！	設置位置などを考察すると面白いです。ただカメ
ラを凝視しすぎると“お声がけ”されるかもしれませんのでお気をつけ下さい。（M）

編
集
後
記

表紙：住友林業（株）住宅・建築事業本部　東京西支店　三鷹第二展示場

＊	家具などのインテリア品は実際の展示と
　	異なる場合があります

全ての新築住宅・非住宅に省エネ基準適合を義務化、建築物の省エネ化
および木材利用の促進を図る法律が一部改正 －国土交通省

建設業許可業者数がピーク時（2000年3月）以降
初めて４年連続で増加 －国土交通省 

①

編集室より

■ 送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
FAX：03-3214-3263
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
   https://sfc.jp/treecycle/mokuzai_distro/kenzaimonthly.html

住友林業　建材マンスリー

今月のニュース

廃業等業者数
新規業者数
許可業者数

ピーク時
600,980

4年連続増加！

475,293
18,806
17,465

（参考）
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001478909.pdf
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資 料 室

新  設  住  宅  計
建築主別

4月
対前年同月比 1月2月3月対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
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　うちマンション
　うち戸建
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2022年4月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減
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12月 1月 2月 3月 4月

2022年

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）
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